
 

 

 

 

 

2023 年 10 月 16 日 

「空腹時血糖値と HbA1c 値による食後血糖値の推定とそれに基づく耐糖能からみた臨床像の検討」について臨床

研究を実施しています。 

 社会医療法人大雄会倫理委員会の審査・承認を得て調査を行っています。このような研究は、「人を対象とす

る医学系研究に関する倫理指針」の規定により、研究内容の情報を公開することが必要とされています。 

倫理審査承認日 2023 年 10 月 16 日 

研究課題名 空腹時血糖値と HbA1c 値による食後血糖値の推定とそれに基づく耐糖能からみた臨床

像の検討 

所属（診療科等） 大雄会第一病院健診センター・愛知県立大学看護学部 

研究責任者（職名） 片平正人（非常勤医師・教授） 

研究実施期間 2023 年 10 月 16 日～2024 年 12 月 31 日 

研究の意義・目的 健診において空腹時血糖と HbA1c を測定した方の食後血糖値を推定し、その値に基づい

て耐糖能の状態を決定し、その臨床像を比較します。臨床像が過去の報告と比べて妥当

な結果なら、1回の空腹時採血で食後血糖値の推定が可能となります。 

対象となる方 2017 年 1月から 2019 年 12 月の間に当センターを受診された方で、空腹時血糖と HbA1c

を測定されている方。 

利用するカルテ情報 年齢、性別、身体所見、検査結果など 

研究方法 過去の診療記録より上記の内容を収集し、空腹時血糖値と推定した食後血糖値から各人

の耐糖能の状態を決定し、その要因が健診での測定項目によるかどうかを検討します。 

問い合せ先 片平 正人（愛知県立大学看護学部・教授） 

電話：052-778-7130（研究室直通） 

E-mail: katahira@nrs.aichi-pu.ac.jp 

白紙 伸一（大雄会第一病院健診センター・センター長） 

電話：0586-26-2008（代表） 

既存の臨床記録（カルテ情報）、検査結果を研究・調査・集計しますので、新たな診察や検査、検体の採取の必

要はありません。 

 カルテ情報の利用に同意をお願いいたします。 

利用する情報からは、受診された方を直接特定できる個人情報を削除します。 

 研究成果は今後医学の発展に役立つように学会は学術雑誌で発表しますが、その際も受診された方を特定で

きる個人情報は利用しません。 

この研究に御自分の診療記録等を利用することをご了解いただけない場合、またご不明な点については、上記問

合せ先までご連絡下さいますようお願いいたします。 

 研究不参加を申し出られた場合でも、なんら不利益を受けることはありません。2024 年 2 月末までに研究者

に口頭、文書または電子メールでその旨をお伝え下されば、分析の対象から除外させて頂きます。 

大雄会第一病院健診センターにお越しの方またはご家族の方へ 

当センターにおける臨床研究に御協力をお願いいたします。 


